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＜令和４年度の実践＞ 

資料１ 指導計画 

学習過程 

 

時配 

 

学習内容と学習活動 

 

評価規準（評価の観点・評価方法） 

 

見 

出 

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史上の主な事象 

 

〇地域の歴史事象 

□自分たちの生活との関

わり 

 

 

 

当時の世の中の様子や聖徳太子の 

行った政治に着目して、問いを見 

出している。 

（思考力、判断力、表現力等・ノート・発言） 

聖徳太子はなぜ冠位十二階や十七 

条の憲法をつくったのか。またそ

の 

政治の意志が誰にどのように受け 

つがれていったのかについて学習 

問題をつくり、年表をもとに調べ 

る予想や学習計画を立て、解決の 

見通しをもとうとしている。 

（学びに向かう力、人間性等・ノート・発言） 

聖徳太子はどのような国づ

くりを目指したか調べる。 

・中国を統一した隋の様子

を調べたり、聖徳太子が

遣隋使を派遣した目的に

ついて話し合ったりする 

・随書を基に遣隋使が一度

失敗していることを抑え

る。 

・最初の遣隋使の失敗を受

けて聖徳太子が行った政

治について調べ、学習問

題をつくる。 

・中大兄皇子や聖武天皇の

働きを調べる学習計画を

立てる｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 

分 

で 

取 

り 

組 

む 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蘇我氏はどのように力をつ

け大化の改新がどのような

影響を及ぼしたか調べる、 

・蘇我氏の行ったことを十

七条の憲法をもとに資料

から読み取る。 

・中大兄皇子と中臣鎌足ら

がどのような政治を行っ

たのか調べる。 

・律令や都から運ばれてき

た各地の主な産物につい

て調べ、中国の政治の日

本への影響を話し合う。 

〇山邊郡印からわかるよ

うに、地域でも律令制

度が確立していた。 

□現代の政治の仕組み(法

律や租税)にもつながっ

ている。 

□今も昔も、税に苦しむ

人がいた。 

 

 

 

 

 

 

必要な情報を集め、読み取り、 

大化の改新による政治の改革に

より、天皇の力が強くなり天皇

中心の政治が進められたことを

理解している。 

（知識及び技能・ノート・発言） 
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１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖武天皇は仏教の力で国を

治めるためにどのような取

り組みをしたか調べる。 

・当時の平城京の様子や地

方の人々のくらしの様子

について調べる。 

・聖武天皇のころの主なで

きごと（日本災害辞典の

資料などから、災害の多

さを調べる。）や天皇が

行った政治について調べ

る。 

〇千葉県にも国分寺が建立

されていた。 

□仏教に由来する文化（

初詣、節分、お盆）や

言葉（挨拶、我慢）など

我々の生活に多数根付

いている。 

 

 

 

 

 

必要な情報を集め、読み取り、全 

国に国分寺をつくらせた理由や全 

国に国分寺をつくらせた聖武天皇 

の力の大きさについて理解してい 

る。         （知識及び技能・ノート・発言） 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大仏をつくるためにどのよ

うなことが起き、造られた

か調べる。 

・大仏の大きさや、大仏造

営への聖武天皇の願いに

ついて話し合う。 

・どのように大仏が造られ

たのか調べる。 

 

 

 

〇日本寺は聖武天皇の勅詔

と光明皇后の言葉を受

けた行基によって、725

年開山 

〇釈迦如来像(飛鳥・奈  

〇市原にも奈良の大仏があ

る。 

□東大寺の方の話を参考に

書く。 

□参拝する人の願いは、現

在も変わらないものがあ

る。 

東京湾観音等、近年作ら

れた大仏もある。 

必要な情報を集め、読み取り、大 

仏造営には、人々を救いたいとい 

う聖武天皇の願いがあったことや 

当時の技術や国力を結集した国家 

的大事業であったことを理解して 

いる。     （知識及び技能・ノート・発言） 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・遣唐使は、どのようなも

のを日本にもたらしたの

か調べる。 

・聖武天皇が唐から招いた

鑑真の活躍について調べ

る。 

・この頃日本は大陸との交

流により、どのようなこ

とを学んだのか話し合う 

〇鐃という、奈良時代に中

国から伝えられた楽器

が銚子に伝わっている 

□唐招提寺の方の話を参考

に書く。 

□当時、鑑真とともにや

ってきた宝物は今でも大

切に保管されている。 

□今でも漢方薬がある。 

必要な情報を集め、読み取り、奈 

良時代には、都と地方の生活の差 

が開いていること、遣唐使や鑑真 

などの活躍により、大陸や仏教の 

影響を受けた文化が栄えたことを 

理解している。 

（知識及び技能・シート・発言） 

 

 

 広 

 げ 

 深 

 め 

１ 

 

 

 

・これまで調べたことを想

起し、シートにまとめる 

 

 

 

 

 

 

必要な情報を集め、読み取り 

奈良時代には、遣唐使や鑑真な

どの活躍により、大陸や仏教の影

響を受けた文化が栄えたことを
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 る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理解している。 

（知識及び技能・シート・発言） 

天皇中心の国づくりの経過をふ 

り返ったり、それぞれの人物の 

働きを考えたりして、この頃の 

世の中の様子を考え、表現して 

いる。 

（思考力、判断力、表現力等・シート・発言） 

資料２ 今回の実践についての経緯と用意した資料について 

令和３年度 

 

 

 

令和４年度 

 

 

 

研究対象：     八街市立八街東小学校    （A校）６年１組 ２５名 

          八街市立朝陽小学校     （B校）６年生  ７８名 

※ コロナウィルス感染症に伴い事後アンケートについては、調査人数が違うため

パーセンテージで表示している。 

授業にて使用した資料 

１ ・聖徳太子の肖像画・法隆寺画像・紙幣資料・冠位十二階・十七条の憲法 

２ ・中大兄皇子と中臣鎌足肖像画・政治の仕組み（資料集） 

３ ・木簡・都へ運ばれた主な産物図・山邊郡印 

４ ・聖武天皇の肖像画・聖武天皇の年表・国分寺の設置がわかるもの・日本災害辞典 

５ ・行基の肖像画・東大寺の大仏の大きさを記したもの 

・全国から集められた人やものについての資料・東大寺の方のＦＡＸから話を易しく

したワークシート 

６ ・鑑真の肖像画・世界をつなぐ交通路図・正倉院の宝物の写真 

・唐招提寺の方の FAXから話を易しくしたワークシート 

 

 

４部会で公開研究授業を行っ

た際に部会の先生方より、たく

さんの助言を受けて授業を完成

させた。 

４部会や社会科同人の協力の

もと取り組みの工夫を再度検討

した。 

【課題】 

学習指導要領上の歴史を学ぶ

意味を考えさせるところまで到

達できなかった。 

本校の実践だけとせず他校や社会科同人

に実践協力を依頼し検証した。 
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資料３ 授業で活用した資料 

第４時で使用した資料 

日本歴史災害事典 

 

 

 

 
 

聖武天皇が生きた時代の災害 

西 暦    聖武天皇がいきた時代の災害 

701 丹後地震､四国から関東にかけての風水害 

706 慶雨飢饉、疫病の流行                    

709 和銅長雨                                      

710 霖雨、凶作                                         

711 干魃・凶作                                         

715 遠江地震、翌日に三河地震           

734 天平大地震                                        

737 天然痘の流行                                    

745 美濃大地震、近江の都周辺で山火事発生 

【読み方・意味】 

  霖雨 りんう 何日も降り続く雨・旱魃（干ばつ）雨が少なく水不足の状況。 

※『日本歴史災害事典』をもとに作成 

日本歴史災害事典をもとに、

児童が読み取りやすいように

作成したものである。 
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第５時で使用した資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは東大寺の方に FAXにて取材をした際に送り返してもらったも

のである。児童には内容を易しくしたものを作成し配布した。 

児童に、歴史的事象をどのように生かすか考えさせるために、今を生きる人の思

いや考えが伝わる資料。 
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これは唐招提寺の方に FAX にて質

問をした際に送り返してもらった内

容をもとにした資料である。こちら

も児童には内容を易しくしたものを

作成し配布した。 

第６時で使用した資料 
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第
７
時
で
使
用
し
た
 ま
と
め
シ
ー
ト
 

 

時
数

第
２
時

第
３
時

第
４
時

第
５
時

第
６
時

国
で
は

地
域
で
は

今
で
は

ど
ん
な
こ

と
を
感
じ

た
か

学
習

問
題

 聖
徳

太
子

の
死

後
，

ど
ん

な
国

づ
く

り
が

行
わ

れ
た

の
だ

ろ
う

か
。

私
た

ち
の

生
活

に
（
今

の
政

治
に

）
ど

の
よ

う
に

活
か

さ
れ

て
い

る
の

だ
ろ

う
か

。

ま
と
め

名
前

今
回
の
ま
と
め
の
時
間
で
使
っ
た
ま
と
め
シ
ー
ト
で
あ
る
。

こ
の
シ
ー
ト
を
使
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の
児
童
が
国
で
は
地

方
で
は
今
で
は
整
理
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
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学習のまとめのシートに、歴史的事象が今とどう関わっているか書かれていた。 

資料４ 手立ての有効性に関する考察や変容 

①「歴史を自分たちの身近に感じますか」についての児童の変容 

歴史的事象から今と昔の関連ついて書かれた感想 

【A校児童 ノートの感想①】         【A校児童 ノートの感想②】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【B校児童 ノートの感想①】          【B校児童 ノートの感想②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史的事象から今と昔の関連ついてシートに書かれた内容 

【A 校児童シートの内容 ③ ④】      【B 校児童シートの内容 ③ ④】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元号のことについて、今と昔の関わ

りを書いていた。 今の税と昔の税の納めるものが違う

ことについて書かれていた。 

大仏について学習し、関心をもった

ことが書かれていた。 

 律令が地方に影響を与えていること

や、印や税が現在につながっているこ

とについて書いていた。 
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グラフを見ると学

習前は歴史を「とて

も身近に感じる」

「どちらかといえば

身近に感じる」児童

が、合計 57％であっ

た。学習後について

は、同項目の合計が

82％となり児童の意

識の変容が見られる。その要因として考えられるのは、歴史的事象と地域の歴史を補完的に取

り入れたこと、まとめの工夫、地域の学習における教材の開発があげられる。児童の感想やシ

ートを見ると国の歴史的事象に対して、今と昔の関連について気づいたことなどが書かれてお

り歴史を自分たちの身近に感じていることがうかがえる。 

 

 

②「社会科のまとめを自分でまとめることができるか」についての児童の考察 

まとめることが難しいと考えている児童の支援として、まず、児童がまとめの時に使う言

葉を自分で見つけられる板書を心掛けた。国のことだけでなく地方のことも明確に記載をし

た。まとめを書く際に「どこに書いてあるかな」と声掛けをした。現代との繋がりについて

は、地方との繋がりを意識させ、それが今どうなっているのか一緒に考えることで到達できる

ようにした。 

学習前は 60％の児

童が自分達でまとめ

ができるとしてい

た。今回学習のまと

めにおいて、「国で

は」「地方では」

「今では」の３つの

言葉を用いたこと

で、多くの児童はま

とめに取り組む際こ

の言葉を使うことを意識することができていた。学習後のアンケートの結果では「できる」

「どちらかといえばできる」が 80％を超えたことやノートの変容から、社会のまとめを自分

でまとめ、自分たちの生活と関わりがあることを考察することができたと考える。 

 

 

 

 

 

 

76

60

4

8

2
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18

22

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実践後

実践前

「社会科のまとめを自分でまとめることができますか」

できる どちらかといえばできる どちらかといえばできない できない

22

13

60

44

5

12

2

6

11

25

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実践後

実践前

「歴史を自分たちの身近に感じますか」学習前後

とても身近に感じる どちらかといえば身近に感じる

どちらかといえば身近に感じない まったく感じない

わからない
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なぜ歴史を学びかの質問に児童が授業前後で答えたもの  

授業前 授業後 

日本の文化を学ぶため 自分たちの先祖について知ったり、昔の生活

はどうなっていたのかを知るため。 

昔の人の辛さをわかるため 歴史を知らないと社会を育てようとしたとき

に歴史を何も知らないと何もできないからで

す 

昔ながらの今を感じてほしいと思ったから？ 昔の人の事を学んで、どのように今に伝わっ

てきたか、どんな社会にしたいのか、考える

ためだと思う 

昔何があったのか知るため 過去の失敗をや成功を学ぶことによって現在

をよりよい生活にする方法につながるから。 

昔のことを知るため 長い歴史を身近に感じ、ご先祖様に感謝の心を

持つため。 

歴史を学んで身近にある文化に親しんでほし

いから。 

その時代の人々がどんな考えを持って、その行

動に至ったのか、どうしてそうしたのかを考

え、学んでいくことが大切だから 

昔の人が積み上げてきたことを自分たちの子

孫につなげるため。 

どのように今があるのか知るため、あと昔の人

の頑張りを伝えるため。 

過去を知り、未来を築いていくため。 昔からある建造物や昔の人の考え方を、今に

どう生かすかを考えそして実行し、今の社会

につなげていくため 

昔のことを学んで、自分の身や国を守るため 将来のために歴史を学んで沢山のことを知る

ため 

昔のことや出来事を感じ取るため。 過去の失敗をや成功を学ぶことによって現在

をよりよい生活にする方法につながるから。 

昔の話を話したほうが、楽しい、昔何をやっ

ていたか。 

その時代の人々がどんな考えを持って、その

行動に至ったのか、どうしてそうしたのかを

考え、学んでいくことが大切だから 

自分たちはどのように繋がって今ここにいる

のかをよく知るため。 

昔のやり方や方法を今に生かせるかもしれな

いから 

歴史を知ることで将来の自分にもつながるか

ら 

昔の〇〇がどのように国をまとめたのかなど

様々な歴史を知ることで、これからの自分の考

えなどが変わり、これからの未来に関わるか

ら。そして昔はどれだけ大変だったのかをあら

ためて考えるため。 

自分たちのご先祖がどのように暮らしていた

のかを調べて今の自分の生活を見直すため。 

※授業前・授業後不特定児童の抽出 

 

 

児童がクロムブック内のアンケートに入力した

ものだが，授業前の時と比較するとなぜ歴史を学ぶ

かについて，明らかに変容が見られ一人ひとりがし

っかりと思いをもって書いている事がうかがえる。 
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＜令和３年度の実践＞ 

資料５ 前年度の実践 

指導計画 

学習過程 時配 

 

学習内容と学習活動 

 

評価規準（評価の観点・評価方法） 

見 

出 

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史上の主な事象 

 

 

〇地域の歴史事象 

□自分たちの生活との関

わり 

 

 

 

社会の様子の変化に着目して 

問いを見出している。 

（思考力、判断力、表現力等・ノート・発言） 

 

学習問題の解決に向けた予想や 

学習計画を立て、解決の見通し 

をもとうとしている。 

（学びに向かう力、人間性等・ノート・発言） 

 

 

 

 

・江戸時代末ころと明治

時代初めの日本橋近く

の様子や寺子屋と学校

とを比べ、変わったこ

とを調べる。 

・江戸時代末から明治時

代初めの20～30年くら

いの間に社会全体に大

きな変化が起きたこと

を明治維新ということ

を捉え、学習問題をつ

くる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 

分 

で 

取 

り 

組 

む 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治維新を誰が中心と

なって進めたか調べる 

・「ペリーの上陸」の

絵やペリーや肖像画

などから、江戸時代

末に起こったことを

明らかにする。 

・開国後に武士たちが

どのような思いをも

って活動し、世の中

がどのように変わっ

たのかを明らかにす

る。 

〇八街の開墾に従事した

西村郡司や前山誠一郎

らのはたらきにより、

士族たちが入植し、ど

のように発展していっ

たのかを関連付ける。 

□明治維新が自分たちの

街の成り立ちに関わっ

ていた。 

 

 

 

 

 

必要な情報を集め、読み取り 

我が国が開国したことや、新 

しい政府が誕生したことにつ 

いて理解している。 

（知識及び技能・ノート・発言） 

 

 

 

 

 

江戸時代が終わり、明治時代は国の政治や人々の暮らしは、

どのように変わっていったのだろうか。 
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１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

欧米で学んだ大久保利

通はどのような国づく

りを目指して取り組んだ

かを調べる。 

・新しい政府がどのよう

に政治を進めようとし

たのかを調べる。 

・外国で学んだ大久保利

通らが進めた取り組み

を調べ、国づくりの特

色を話し合う。 

・産業の充実と関連付け

る。 

〇八街に製糸工場があっ

たことを知り、農閑期

の仕事として、収入を増

やしたことと関連付け

る。 

□今、養蚕をしている人は

見かけないが、農家は

今でも多い。産業の発達

に関わっていた。 

 

 

 

 

必要な情報を集め、読み取り 

明治政府が行った廃藩置県や四 

民平等などの諸改革によって 

できた近代国家としての政治や 

社会の新たな仕組みを理解し 

ている。 

（知識及び技能・ノート・発言） 

廃藩置県や四民平等などの改革 

を関連付けたり総合したりして 

この頃の政治の仕組みや世の中 

の様子の変化を考え、適切に表 

現することができる。 

（思考力、判断力、表現力等・ノート・発言） 

１ 

 

 

 

 

 

 

文明開化の時の人々の生

活の変化を調べる。 

・学制について調べる。 

 

 

 

〇川上地区の寺子屋や学校

のことを通して斎藤庄

右衛門と関連付ける。 

□自分たちが今、学ぶこ

とができているのはこの

時代のはたらきが関係し

ている。 

必要な情報を集め、読み取り、 

我が国が明治維新を機に欧米 

の文化を取り入れたことを理 

解している。 

（知識及び技能・ノート・発言） 

 

１ 

本時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文明開化の時の人々の

生活の変化を調べる。 

・明治期の鉄道の写真や

全国路線図から当時の

交通の様子を調べる。 

・明治時代に八街に鉄道

が走っいることに初め

の20～30年くらいの間

に社会全体に大きな変

化が起きたことを明治

維新ということを捉え

る。 

〇八街に鉄道が通るのが

新橋横浜間から、25年

先であるということを年

表から読み取らせる。 

◯総武鉄道と西村郡司との

関わりを関連付ける。 

□鉄道の走る榎戸新田橋梁

ができて百年以上経った

今でも使われている。 

□総武鉄道はJR総武本線に

変わり、人々の生活を支

えている。 

必要な情報を集め、読み取り

我が国が明治維新を機に欧米

の文化を取り入れたことを理解

している。 

（知識及び技能・ノート・発言） 

文明開化を関連付けたり総合 

したりして、この頃の政治の仕 

組みや世の中の様子の変化を 

考え、適切に表現している。 

（思考力、判断力、表現力等・ノート・発言） 

１ 

 

 

 

 

・政府の改革に不満を

もつ士族の行動を調べ

世の中の変化を明らか

にする。 

・自由民権運動の特色を

〇西村郡司・士族開拓を

行ったことについて確認

する。 

 

 

必要な情報を集め、読み取り 

自由民権運動が広がったことを 

理解している。 

（知識及び技能・ノート・発言） 
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26

33

17

20

26

23

30

23

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実践後

実践前

調べ学習 新聞等のまとめ 意見交流 年表や資料の読み取り

 

 

調べその成果を話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

・国会開設に先立って板

垣退助や大隈重信らが

行ったことを調べる。 

・大日本帝国憲法や国会

の特色を明らかにし、

国の政治のあり方につ

いて話し合う。 

 

 

 

 

 

必要な情報を集め、読み取り、 

国会の開設に備えて板垣退助や 

大隈重信が政党をつくったこ 

とや伊藤博文が憲法制定に重要 

な役割を果たしたことを理解し 

ている。    

（知識及び技能・ノート・発言） 

 広 

 げ 

 深 

 め 

 る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これまで調べたこと

を想起し、多くの人

物が明治維新で様々

なことを行ったこと

を年表にまとめる。 

・年表などを活用し、明

治維新で国や社会の仕

組みがどのように変わ

ったのかを話し合って

自分の考えをノートに

まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文明開化などについて、予想 

や学習計画を立てたり、学習 

をふり返ったりして、主体的 

に学習問題を追究し、解決し 

ようとする。   

（学びに向かう力、人間性等・ノート・発言） 

 

 

 

 

 

 

資料６ 児童の事前・事後アンケート 

① 社会科の学習でどんな活動が得意ですか。 

 

 

 

②  社会科の学習でどんな活動が苦手ですか。 

 

 

明治時代は西欧化が進み、国の政治は明治政府中心の政

治になった。人々の暮らしは交通や産業が発展し,豊かにな

るきっかけが作られた。 

25

16

33

24

17

28

25

32

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実践後

実践前

調べ学習 新聞等のまとめ 意見交流 年表や資料の読み取り
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50

20

35

50

15

18

6

12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

授業後

授業前

はい どちらかというとはい どちらかというといいえ いいえ

それはどうしてですか。 

③ 自分の住む地域や千葉県、日本を大切にし、守りたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

④ 話し合い活動で、自分の考えが広がったり深まったりしていますか。 

 

 

⑤ 調べたことや考えたことを、絵や言葉などを使ってわかりやすくまとめることができま

すか。 

 

 

 

 

 

 

⑥ 社会科で学習したことを、自分の生活に生かしている、あるいは生かそうと考えています

か。 

 

 

 

 

 

28

18

56

47

11

29

5

0

0

6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実践後

実践前

はい どちらかというとはい どちらかというといいえ いいえ 無回答

事前 事後 

・調べ学習の時どこを調べてよいか見つけにくい。 

・書く記事を探すのが大変 

・考えに自信がもてない。 

・考えを聞いてもらえない。 

・分からないときに困っている。 

・どう読み取ってよいかわからない。 

・見て考えるけどまとまりきらない。 

・考えにまだ自信がもてない。 

・分からないときにもう少し友達とかかわりた 

い。 

・以前よりわかるようになったけど、まだ、難 

しい。 

 

94

82

6

12

0

6

0

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実践後

実践前

はい どちらかというとはい どちらかというといいえ いいえ

47

29

35

41

12

18

6

12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実践後

実践前

はい どちらかというとはい どちらかというといいえ いいえ
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⑦ 調べたいことに合わせて情報を選んで活用することができますか。 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 表やグラフなどの資料から、傾向や変化を読み取り、その理由や背景を考えることができ

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 江戸の次の年号は何でしょうか。 

 

 

 

 

 

 

⑩ 八街の開拓に関わった方です。誰でしょうか 

 

⑪ 明治に伝わったものです。この中で明治に伝わったものではないのはどれでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

59

18

17

35

18

35

6

12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実践後

実践前

はい どちらかというとはい どちらかというといいえ いいえ

41

23

53

65

6

6 6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実践後

実践前

はい どちらかというとはい どちらかというといいえ いいえ

100

88 12

82% 84% 86% 88% 90% 92% 94% 96% 98% 100%

実践後

実践前

明治 無回答

94

6

0

24

6

70

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実践後

実践前

西村郡司 西村 誤答・無答

31

76

25

24

19 6 19

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実践後

実践前

パン ラジオ 新聞 鉄道 無回答
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最初児童にとって４年の頃に学習した地域の歴史と明治時代が関係していることに驚いて

いた。学習を進めると、各時間ごとに地域の歴史との関わりを感想に書いている児童も出て

きた。また、本時の終了時には児童から「今

も橋は見られるんですね。」という声や、

後日「先生直接新田橋梁を見に行きまし

た。」「レンガの橋になっているのがわか

った。」という声が聴かれた。次の単元で

も、戦時下に八街と何か関わりのある場所

がないか質問をしてくる児童が複数見る

ことができ、歴史的事象を補完的に取り入

れたことは児童にとって大きな成果であ

ったと考える。 

                      【 本時使用榎戸新田橋梁 】 

 

 

資料の収集については４部会社会科研究部の方達と協力して行った。また、八街市の郷土

資料館を活用した。郷土資料館は情報の提供と正確さについても相談に応じてもらった。例

えば、こちらから、社会科部の先生方と話していく中であがった鉄道や養蚕について質問す

ると、場所や説明をもらうことができた。また、八街市の当時の状況をみられる鳥観図や、

茶畑を外国に送っていたこと等非常に豊富な情報を得ることができた。児童は事情に関心を

もっており、各時間において「今日は八街のどんなことが出てきますか。」「前回の養蚕の

場所が、習い事の時に通っている。」という声があった。今回の取り組みから、児童にとっ

て新たに八街のことを知ることができ地域への関心がより深まったといえる。 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈川上小学校より 地域の歴史〉       〈実際に見てきた際に撮影した写真〉 

 

前年度実践の手だて①地域の歴史事象を補完的に取り入れる 

前年度実践の手だて②各学習時における地域資料の収集 
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〈高砂関 の写真〉         〈八街の明治時代の絵地図（授業使用せず）〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〈八街図書館より 鉄道史〉      〈このまちアーカイブスより明治時代の機関車〉 

郷土資料館は情報の提供と正確さについても相談に応じてもらった。鉄道や養蚕について

質問すると、場所や説明をもらうことができた。また、八街市の当時の状況をみられる鳥観

図や、茶畑を外国に送っていたこと等非常に豊富な情報を得ることができた。児童は事情に

関心をもっており、各時間において「今日は八街のどんなことが出てきますか。」「前回の

養蚕の場所が、習い事の時に通っている。」という声があった。今回の取り組みから、児童

にとって新たに八街のことを知ることができ地域への関心がより深まったといえる。 

 

 

【まとめかたについて】 

１時目の児童は、普段と違うまとめ方に戸惑っ

ていたので一緒に行っていった。学習を進めてい

くと児童から「国では」・「地方では」・「今で

は」の声があがり、「今日の国では、黒板の左に

書かれている。」等まとめに慣れ、単元の後半に

至っては自分達でまとめることができた。 

 

 

 

前年度実践の手だて③まとめあげる段階で自分たちとの生活の関わりを考える 
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【児童が作成した年表】 

児童と過去に年表を作成した際に、書くのが苦手な児童や、歴史的事象を後から付け足す

ことができず、順番の整理等が難しくなってしまったことがあった。そこで今回は ICT を活

用したのだが、下記の支援を行ったことで、年表への整理が行いやすかった。 

【行った支援】 

① ICT支援員と連携を図り最初の年表作成時に協力を依頼した。またその際ソート機能の活

用方法を児童に伝えたことで順番を気にせず、まとめることができた。 

 

                   ソート 

 

 

 

 

② 操作が苦手な児童もいるので、データベースを作成しておきそこから選べるようにして

おいた。 

③ 学習を終えて児童自身が自学の時間に大正から先の年表も作成していた。 

【児童が作成した年表】 

学習後の児童の変容を見ると、各内容において好きとする児童が増えていた。特に年表の

読み取りについて好きとする児童が増えていた。 

 

 

 児童は資料から感じたことをこちらのストリームに記載させるようにした。 

 児童の中には普段意見を発表することがないことがあったが、その児童を含め全員が毎時 

入力することができていた。この児童は普段ノートとなるとほとんど書かない児童である。 

声をかけ学習問題に限定して書くように指導してきた。しかし、この単元における児童は常 

に意見を入れていた。 

 

 

 

 

 

前年度実践の手だて④年表の作成・読み取りにおける ICTの活用 

前年度実践の手だて⑤意見の交流の場として ICTの活用 



- 20 - 

 

【本時で使用した路線図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想にもあるが児童たちもこの状況の中、会話での交流がはかりにくかったため非常に ICT 

を活用した意見の交流は活発なものであった。 

【児童の感想 A】 

 

 

【児童の感想 B】 

 

 

 

 

前年度実践の成果と課題 

【成果】 

〇本研究を通して、地域の歴史を取り入れ児童にとって歴史を身近に感じることができたこ

とで、次の単元でも多くの児童から、「この時八街ではどうなっていたのか気になったか

ら調べてみたい。」という意見があった。今後中学に進学するにあたり、連携を図ってみ

るとさらに学びが深まるのではないかと考えている。 

〇普段学習において考えを書いたり発表したりすることが苦手な児童が多かったが、IＣＴを

活用することで、多くの場面で気づきや意見を書いたり、発言を促すと自分の考えた理由

について発表したりすることができた。 

 

【課題】 

▲今回の単元で地域の歴史を取り入れ身近に感じることができたが、歴史を学ぶ意味を考

えさせるところまで到達できなかった。 

▲ＩＣＴの活用については意見の交流で良かった部分が多々見られた。しかし提出した課題

がエラーで消えてしまう等、これまでの学習では考えられなかった面も見られたので活用

する部分についてはさらに検証を行う必要がある。 

 

この４つのコメントは普段ノートを取らない児童が１つのテーマに入れたものである。 


